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　国際決済銀行の統計によれば１日あたり
の為替取引額は約１５０兆円。このうち貿易
の決済手段として取引される貨幣は、僅か
６兆円に過ぎない。残りは、すべて投資・
投機を目的とするものである。金融の自由
化と情報通信手段の発達によって、コンピ
ュータネット上を疾駆する投機マネーが、
実体経済と乖離を始めている。�
　変動相場制への移行後、急激なペソ安に
襲われたアルゼンチンでは、金融システム
が崩壊し、失業率が２５％を超えると言わ
れている。こうした中、６００万人を超える
アルゼンチンの人々が、生きるための手段
として地域通貨を使っている。子守りや散
髪、日用品の購入などに地域通貨を使用し、
地域内で通貨を循環させることで生活防衛
をはかっているのである。�
　地域通貨は、経済のグローバル化に対抗
するカウンター・メディアとしての役割の
ほか、特定地域内での経済の活性化やコミ
ュニティの再生などの目的で発行されてい
る。本特集では、神奈川県内で始まってい
る地域通貨の試みの紹介を通じて、コミュ
ニティを再生し地域循環型社会を形成する
道具としての地域通貨の可能性を探ってみ
たい。�
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特　集�

「地域通貨」って�
  どんなお金？�

1999年にTV番組『エンデの遺言』（注
１）が放送されてから3年。2002年夏、
日本における地域通貨の先進地、北海
道栗山町で『第一回地域通貨国際会議』
が開催された。EUの通貨単位ユーロの
設計者であるベルナルド・リエター氏（注
2）によると、1985年に2つの地域で
始まった地域通貨は、現在、4,000を
超える地域で利用されているという。
日本でも200近い地域で取り組みが始まっ
ている地域通貨とは、一体どのような
ものなのだろう。�
��
　通貨と言うと、まずは、日本におけ
る円、アメリカにおけるドル、ヨーロッ
パにおけるユーロなどを思い浮かべる
人が多いだろう。これらは世界経済シ
ステムの中で流通しているグローバル
通貨で、これに対し、ある特定の地域
でだけ流通する通貨を地域通貨と言う。
この2つの通貨の違いは、流通する地域
の違いだけではなく、もっと根本的な
機能面の違いがある。�
　ここで、普段何気なく使っている（グ
ローバル）通貨の機能について、振り返っ
てみよう。本来通貨とは、モノやサー
ビスを必要とする人と提供できる人が
価値を評価し、それらを交換するため
の媒体手段としてスタートした。その後、
「利子」という仕組みが付加されたこ
とから貯蓄手段としての機能が加わり、
さらに最近では、貨幣が貨幣を生む投
機性という機能が加わっている。今日
では、実際にモノをやりとりするため
の手段としてよりも、後者の機能とし
て流通する貨幣のほうが多くなっている。
お金として手渡しされるよりも、銀行
口座やコンピュータシステムの中を巡る、
紙幣と言う実態を持たない数字のほうが、
はるかに大きいのである。�
　これに比べ、地域通貨は、単に使わ
れる地域が限られていると言うだけで
はなく、通貨本来の役割であった、モ
ノやサービスを媒介する機能だけを持っ
ている。地域通貨の価値は、必ずモノ
やサービスによって保証されている。
こうした特徴から、真に生活者が必要
なモノであれば、アンペイド・ワーク
と呼ばれる市場経済的には評価されに
くい行為も、地域通貨の利用対象とな
りうるのである。また、地域通貨には、
利子による増殖はなく、時間の経過に
よる減価を組み込んだり、一定期間で
のリセット機能を持つ地域通貨システ
ムもある。グローバル通貨のように貯
めておいても利益を生むことはなく、

早く使うことによってメリットが得ら
れるようになっている。地域通貨はモ
ノやサービスに密着した通貨であるから、
頻繁に使うことで、モノとサービスの
流通が加速し、結果として顔の見える
人間関係が創出されるように設計され
ているのである。�
　上記のリエター氏は、このようなグロー
バル通貨と地域通貨の関係を、「陰と陽」
の経済という図式で理解することがで
きるという（図１）。「陰の経済」と「陽
の経済」、それぞれは独立して存在す
る訳ではなく、並立的・補完的に存在
することで、20世紀の人間社会が失っ
てしまったバランスを取り戻す事がで
きる。グローバル通貨と地域通貨、こ
の2つが補完的に流通することで、世界
が持つ多様な価値を多様に評価する「地
球社会」が可能となる。地域通貨は、
20世紀の代償として、我々が抱えてい
る多くの社会問題に一つの解法を与え
ているのである。�

�  �
　ところで、「エコノミー」と言う言
葉の語源は、オイコノミアというギリ
シア語であると言われている。オイコ
ノミアは「家政」「家計」を意味する
言葉である。タイムダラーの創始者で
あるエドガー・カーン氏は、市場経済
に翻弄され機能を失ってしまった「オ
イコノミア」に「コア・エコノミー」
と名付け、この「コア・エコノミー」
を機能させるためには地域通貨の流通
がふさわしいと言う（図2）。人々の暮
らしの中で本当に必要な価値を、生活
の場面場面で流通させていく「コア・
エコノミー」が健全に機能しなければ、
現在問題とされている経済的な問題を
根本的に乗り越えることはできないの
ではないだろうか。カーン氏は、「役
に立たない人間はいない」と断言する。
人が役に立つかどうかを計る尺度は、
さまざまな評価基準があって良いはず
である。地域通貨はその一つの手法を
提供する。�

　日本では、江戸時代に藩札という一
種の地域通貨があり、その藩の中だけ
でモノやサービスを流通させていた。
世界的に見ても、古くはエジプト王朝
にもあったと言われ、中世ヨーロッパ
で地域通貨が流通していた頃の人々は、
現代人よりも体格も良く豊かな暮らし
をしていたとも言われている。エジプ
ト王朝や中世ヨーロッパが築いてきた
建造物が、21世紀の今日でも立派に残っ
ているのは、その豊かな暮らしの表れ
かもしれない。�
　今、社会は成長から成熟へと方向転
換しようとしている。成長するために
切り捨てて来たものを取り戻し、単一
価値では支えられない人々の生活のた
めのセーフティネットとしての役割が、
地域通貨にあると言えないだろうか。�
��

　コミュニティ・ファシリテーター�
　大枝　奈美�

�
（注１）NHKのBS1で1999年5月4日に放送。
2000年2月1日『エンデの遺言～根源からお
金を問うこと』として単行本が出版された。�
（注２）リエター氏は、『マネー崩壊～新し
いコミュニティ通貨の誕生』（小林一紀他訳、
日本経済評論社、2000年発行）の著者。�
��
�
�

�■「地域通貨」入門図書�
�

●『地域通貨を知ろう』（2002）、西部
忠著、岩波ブックレットNO.576、480
円�
�
●『だれでもわかる地域通貨入門－未来
をひらく希望のお金』（2000）、森野栄
一監修／あべよしひろ・泉留維著、北斗
出版、1,600円　�
�
●『あたたかいお金「エコマネー」』
（2001）、加藤敏春著、日本教文社、
1,238円�
�
●『エンデの遺言：根元からお金を問う
こと』（2000）、河邑厚徳＋グループ現
代共著、ＮＨＫ出版、1,500円　�
�
●『マネー崩壊－新しいコミュニティ通
貨の誕生－』（2000）、ベルナルド・リ
エター著、日本経済評論社、2,300円�
�
●『この世の中に役に立たない人はいな
い－信頼の地域通貨　タイムダラーの挑
戦－』（2002）、エドガー・Ｓ・カーン著、
創風社出版、2,000円�
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レインボーリング�
―「場」と「人」と「地域」と「NPO」をつなぐメディア ―�

特　集�

　善行エコマネー研究会は、1999年12月、
「善行くらし・まちづくり会議」のメ
ンバーがエコマネーネットワークの中
山事務局長（当時）と出会ったことがきっ
かけとなり、2000年10月に発足した。
同研究会では、コミュニティの再生を
目的に、2001年７月から地域通貨の第1
次実験をスタートさせた。�
　善行地区で使用される地域通貨は紙
幣型で、百善・五百善・千善の三種類
がある。地域通貨の利用実験に参加す
るには、自分のできる地域サービスを「お
互い様メニュー」に書き込み、1,000円
を添えて事務局に会員登録して、一万
善を受け取る。会員は、「お互いさま
メニュー」の中から自分に必要なサー
ビスを選び、その対価として善を支払
う仕組みだ。サービスに対する支払い
基準は、特に設けていない。�
　地域通貨の運営グループ「お互い様ネッ
トワーク善」では、実験を始めるにあ
たり、参加者に地域通貨のイメージをもっ
てもらう目的で、「お試し会」の場を
用意した。会員同士の交流会の中で、
実際に地域通貨を使ってみるのだ。こ
の交流会は好評で、その後も、月1回の

ペースで開催された。宮田代表によれば、
「地域通貨は、『お互いさまメニュー』
に基づくサービス交換よりも、交流会
の場で利用されることが多い」という。
顔の見える関係がないところでは、サー
ビスの交換が起きにくいらしい。交流
会という仕掛けが功を奏し、第1次実験
のスタート時に44名だった会員は、約
半年後の終了時には、83名に増加した。�
　第1次実験で利用された主なサービス
は、パソコン指導、車の送迎、刃物研ぎ、
ビデオのダビングなど。「お互い様ネッ
トワーク善」事務局をサポートする人
が現れ、推進委員会も設立された。一方、
「お互いさまメニュー」にリスト化さ
れている「買い物手伝い」や「子守り」
などのサービスは、全く利用がなかった。
参加者が、健康なシニア層に片寄り、
介護を要する高齢者や子育て中の若い
世代の参加がなかったからだ。また、「自
分がサービスできる内容が無く、いつ
もしてもらうばかりで心苦しい」と、
参加をやめてしまった人もいる。第1次
実験の課題は、会員一人ひとりに潜在
している様々な能力を掘り起こすことと、
多様な経験を持つ幅広い年代層に通貨

を利用してもらうこと、の二点であった。�
　2002年4月に始まった第2次実験には
60名が参加し、この中から新しい活動
メニューが生まれている。善行地区に
住む中国人を先生とする中国語講座が
始まったのである。今、中国語講座の
関係者の間で、日中餃子対決というイ
ベントが企画されている。�
　地域通貨は、地域に暮らす多様な人々
が共生するためのまちづくりにも役立
つことが見えてきた。「お互い様ネッ
トワーク善」では、2002年11月に終了
した第2次実験の集計結果をもとに、
2003年2月から第3次実験を開始すると
いう。善行地区で始まった地域通貨の
試みは、地域の中に、人と人の顔の見
える関係を創り出し始めている。（K）�

　地域通貨レインボーリング創始者の
安部芳裕さんは、かねてから、お金の
システムが社会や環境に大きな影響を
与えていると感じていた。そんな時、
知人のすすめもあり、TV番組『エンデ
の遺言』を見た。それがレインボーリ
ング（以下RRと表記）誕生の大きなきっ
かけだ。�
　RRを始めるに際し、安部さんは、仲
間を広げるため、RRのルールをホーム
ページで公開した。その頃『エンデの
遺言』は評判になっており、地域通貨
への関心も高まっていたので、いくつ
かの市民グループから、このルールを
使わせて欲しいという話がきた。また、
ゲゼルメーリングリスト（注1）に参加
していた人たちもRRに入ってくれた。
「BeGood Cafe」（注2）で、RRが使わ
れるようになったのも会員増につながっ
た。現在、RRの会員は約500名となって
いる。�
　こうして広がったRRは、バランスシー
トと呼ばれる通帳を使って、3つのステッ
プを踏みながら取引を行う。�

RR取引方法�
〔STEP1〕会員は、ホームページや会  
報紙に登録された内容をもとに価格を
決め取引。�
〔STEP2〕両者がバランスシートに記入。�
〔STEP3〕バランスシートを取り替え、
内容を確認。自分のサインとIDナンバー
を記入。取引成立�
��
　遠方の会員との取引は、各自で通帳
に記入し、両方から事務局に連絡があ
れば取引成立としている。事務局は3ヶ
月に一度、会員の取引内容を集計して
いる。�
　取引について、RRの会員は、会員の9

割程度が参加しているメーリングリス
トを使って、活発に情報交換している。
RRにおける地域は、目的や関心を共有
した会員が構成するバーチャル・コミュ
ニティ上にも存在しているのだ。�
　RRの取引内容は、社会サービスの交
換から中古品など多岐にわたる。「よ
うやく会員の様々なニーズに応えられ
るものがそろってきた」と言う安部さ
んは、RRの未来をこう語った。�
　「現在、紙幣型の地域通貨を検討中
です。それをNPOに融資し、事業運営
に役立ててもらいたいと思っています。
地域通貨は利子を生まない通貨だから
NPOの負担になりにくいのです。また、
RRをいろいろな地域通貨と交換できる
場にしようと考えています。地域通貨は、
地域に根ざしているけど、現実として、
地域だけで生活が完結している人は少
ないですから…。」�
　NPOと地域の現状を踏まえた上での
計画だ。これからRRはその名のごとく、
いろいろな関係をつなぐ輪として動き
始めようとしている。　　　　　　（F）�

（注1）ゲゼルメーリングリスト�
経済評論家の森野栄一氏が代表を勤めるゲゼ
ル研究会主催のメーリングリスト。詳細はホー
ムページ参照。�

（注2）「BeGood Cafe」�
原宿表参道の会場を始めとして、各地で開
催されているカフェイベント�

藤沢市善行地区で始まった地域通貨「善」の試み�

「善」の紙幣�

RRバランスシート�
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特　集�

　インターネットを活用した市民参加
のまちづくりに取り組んできた大和市。
2001年度には、経済産業省の「ICカー
ドの普及等によるIT装備都市研究事業」
に採択され、ICカードを利用した「LOVES・
ラブス」（LOcal Value Exchange System 地
域価値交換システム）という独自の仕
組みをスタートさせた。大和市民がICチッ
プ内臓の市民カードを使って、公共施
設や学習講座の予約など行政サービス
を容易に利用できると同時に、個人の「知
識」、リサイクル・リユースの対象と
なる「財産」、ボランティアで提供す
る「役務」を市民が相互に共有し、循
環させるシステムだ。この中で利用し
ている地域通貨が「ラブ」である。�
　市民カード（ICカード）には、最初
に10,000ラブが振り込まれている。この
ラブで、人づきあいをつくり、モノの
やりとりができる。「ラブス」の「お
手伝いします」のウェブページに「１
時間100ラブもらってパソコンを教えま
す」と書き込んでおいて、習いたい人
がいれば、3時間教えて300ラブがもら
える。中古の電気ポットがほしければ、
「あげます」のページに載っている電
気ポットを申し込み、お礼の気持ちに
1,000ラブを払う仕組みだ。大和市内の
商店も「ラブス」に参加しており、商
品代金の5％や10％をラブで支払えるよ
うにしたり、商品を購入した客にラブ

を進呈するお店も出てきた。使うこと
に意味のある交換の道具なので、いく
らラブを使っても、もらっても、年末
にはリセットして10,000ラブに戻る。�
　現在、大和市人口の45％の約9万人が
このカードを所有し、カードリーダーは、
市内約1,000ヶ所に設置されている。ICカー
ドは大和市民しか持てないが、昨年8月
には紙の補助券「ラブ券」も発行され、
誰でも、機械がなくてもラブを使える
ようになった。�
　この実験は、スタートしたばかり。
まだまだラブの利用は少ないのが現状だ。
確かに、インターネット情報だけをた
よりに、人に何かを頼んだり、頼まれ
たりするのは難しい。「地域通貨は、
まずコミュニティがあって、それに乗っ
かるもの。行政単位で市が導入しただ
けでは、すぐには動き出さない」と“ラ
ブス・どこコミサポートセンター”代
表の渡辺敦さんは言う。行政設置の「ラ
ブス」だが、民間の応援団である“ラ
ブス・どこコミサポートセンター”が
できて、商店街への支援、ラブの紹介
や普及のための仕組みづくりやイベン
ト企画、サポーター育成などを行って
いる。サポートセンターでは「地域通
貨という道具を大和市の多くの人たち
に理解してもらうこと」を第一の目標
においている。渡辺さんは「ラブスは、
パスワードを使って仲間同士だけでも

やりとりできる。ラブスの中に、小さ
な地域のグループや目的別のグループ
で多様な交換システムがいくつもできて、
それが循環型社会へつながっていけば
いい」と説明してくれた。�
　地域通貨が具体的にどのように役立
つかを知ってもらいたいと、サポート
センターでは、「地産地消」をキーワー
ドに、安心して食べられ、しかもおい
しい野菜を生産・流通・循環させる新
しい仕組み“LOVES元気やさいネット・
やまと”を準備している。ラブスを利
用して大和周辺で有機農業を行ってい
る生産者と大和市の消費者を結び、“や
さいラブ券”を通して、野菜の購入や、
農繁期の手伝いや堆肥の提供のやりと
りをできるようにするそうだ。農業を
手伝うことで得たラブ券で、知り合い
になった農家がつくる安全な野菜が買
える。それが地域の農業を支え、持続
可能な「食」環境づくりにつながって
いく。“元気やさいネット”では、農
産物の「ついで輸送」をしてくれる人（謝
礼はラブ）も現在募集中。2003年4月か
らスタートするそうで、楽しみだ。�

（Y）�

ICカードを利用した�
大和市の実験通貨「ラブ」�

ICチップ内蔵の大和市民カード�

※「レインボーリング」と「ワット友の会」の事務局は，いずれも神奈川県内にある。�
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 地域  運営主体 単位 形態 　　　　　　　アクセス先  �

 川崎市川崎区  川崎区エコマネー福ふくクラブ 福 紙幣 川崎市川崎区役所　ＴＥＬ：０４４－２０１－３１３６�

 川崎市 アーチクラブ アーチ 小切手 http://www.noborito.net/̃arch/�
     E-mail: arch@noborito.net�

 藤沢市善行 善行エコマネー研究会 善  紙幣 http://www6.ocn.ne.jp/%7Ezennet/�
     E-mail: zen-net@alto.ocn.ne.jp�

 大和市 クラブママーズ クラ 通帳 http://members.jcom.home.ne.jp/ellpa/ �
     E-mail: ellpa@jcom.home.ne.jp�

 
大和市

 大和市役所 
ラブ
 
ＩＣカード、補助券

 http://loves.city.yamato.kanagawa.jp/yamato/�

  ラブス・どこコミサポートセンター   http://members.jcom.home.ne.jp/yamato-loves/�
     E-mail: yamato-loves@jcom.home.ne.jp�

 開成町 開成町エコマネー研究会 ハート 紙幣 http://www.town.kaisei.kanagawa.jp/echomony.htm�     E-mail: info@town.kaisei.kanagawa.jp �

 全国 レインボーリング リング 通帳 http://www.rainbow-ring.net/�     E-mail: info@rainbow-ring.net  �

 全国 ワット友の会 ＷＡＴ 借用証書 http://www.watsystems.net/index.html 

●県内地域通貨一覧�
2002年12月1日現在�



■ 地球市民養成講座 B ■�
�Slow is beautiful　～もうひとつの生き方～�
��
　グローバリゼーションの進展とともに、「もの」や「人」の移動
の機会が飛躍的に増したことによって、私たちは、多く情報を得、
生活の「豊かさ」と「便利さ」に満ちた生活を送るようになった。�
　しかし、その一方で、「効率」や「利便性」への追求（economy
の世界に生きること）の果てに、人と人の繋がり、生そのもの
の充実という点で、とても重要なものを喪いつつあるとは言え
ないだろうか。�
　世界が「あたりまえ」とし、「良きもの」としてきた、「速さ」
や「効率」や「豊かさ」といったさまざまな前提を一度カッコ
の中に容れてみること。�
　この講座では、「スロー」をキーワードとして、現代社会が
構造的に含み込んでいる問題、「生きにくさ」の根本に横たわっ
ている問題を見つめ直し、よりよく生きる（ecologyの世界に生
きる）ことの意味を考え、21世紀を生きるための「もうひとつ
の生き方」を探る。��
　第1回　“slow is beautiful”～ゆっくり生きよう～�
　　　　日時：2003年2月9日（日）14:00～�
　　　　場所：　　　　　 5階映像ホール�
　　　　辻信一さん（明治学院大学／ナマケモノ倶楽部世話人）�
　第2回　スローフードのすすめ�
　　　　日時：2003年2月23日（日）14:00～�
　　　　場所：　　　　　１階ワークショップルーム�
　　　　小形恵さん（ライフシードキャンペーン〈NGO〉スタッフ）�
　第3回 「地域通貨」という考え方  　�
　　　　日時：2003年3月 9日（日）14:00～�
　　　　場所：　　　　　１階会議室�
　　　　森野栄一さん（経済評論家／ゲゼル研究会主宰）��
　　●定　員：各回とも40名（申込多数の場合は抽選）�
　　●申込締切：開催日の１週間前�
　　●主　催：県立地球市民かながわプラザ�
　　●企画実施：（財）神奈川県国際交流協会�

■第6回地球市民学習リーダーセミナー「まなびの道具箱」■�

教室をとびだせ！　　　　　　展示室を�
活用した地球市民学習をつくろう�

��
　“こどもの国際理解展示室”は、子どもたちが世界の暮らし
を体感できる「学び」の広場。タイやネパールに実際に住んで
いる家族の家や、実物の生活道具、衣装、楽器などに触れたり、
世界中の子どもたちからのビデオレターを見ることで、小学生
から大人まで、世界の人々の暮らしや文化を肌で感じながら学
ぶことができます。この展示室を活用してどんな「学び」のプ
ログラムがつくれるか、一緒に考えませんか。�
�
　●日　時：2003年3月15日（土）13：00～17：30�
　●場　所：　　　　　 １階会議室�
　　　　　　５階こどもの国際理解展示室も利用�
　●内　容：　１）　　　　　・「学び」に使える素材紹介�
　　　　　　　２）学校の学習プログラム事例発表�
　　　　　　　３）「地球市民学習」って何だろう？�
　　　　　　　４）グループワーク�
　　　　　　　　「展示を活用した地球市民学習プログラムづくり」�
　●コーディネーター：山西優二さん（早稲田大学教授）�
　●定　員：30名（申込多数の場合は抽選）�
　●申込締切：2003年2月28日（金）�
　●主　催：県立地球市民かながわプラザ�
　●企画実施：（財）神奈川県国際交流協会�

つなぐ！2003.2.22 かながわ多文化共生フォーラム�
　外国人児童生徒の学習支援における学
校と地域やＮＰＯとの連携を考えるフォ
ーラムです。学校と地域の連携の先進事
例を参考に、県内各地で同様な取組みを
始めるための仕組みづくりも模索したい
と思います。�
�
　●日　時：2003年2月22日（土）�
　　　　　　13:00～16:30�
　●場　所：神奈川県社会福祉会館�
　　　　　　4階研修室（横浜駅西口より徒歩15分）�
　●定　員：90名（申込多数の場合は抽選）�
　●申込締切：2月15日（土）�
　●主　催：（財）神奈川県国際交流協会�
　●共　催：（財）横浜市国際交流協会�
　　　　　　（社福）神奈川県社会福祉協議会�

■第１部  事例発表�
① 学校のなかでの日本語指導における連携�
　 服部信雄さん（横浜市立いちょう小学校校長）�
② 選択教科「国際」の取り組み�
　 柿本隆夫さん（大和市立下福田中学校 ）�

③ 教科補習における連携�
　 高田文芳さん（横浜市立港中学校 ）�
　 八木沢直治さん（横浜市国際交流協会）�
�
■第２部　パネルディスカッション�
パネリスト：①～③の事例発表者の方々、
沼尾実さん（横浜市教育委員会）、�
榎井縁さん（とよなか国際交流協会）�
コーディネーター：山脇啓造さん（明治大学）�
�
　第１部の事例発表を受けて議論を深め
ます。はじめに、榎井さんから、行政・
学校・地域・第三セクターによる協力体
制の仕組みづくりについて、沼尾さんから、
「学校がいまからできること」について
お話いただいたあと、自由に討議を進め
ます。フロアからの積極的な発言も大歓
迎です。�

申込方法「かながわ多文化共生フォーラム」「地球市民養成講座」「まなびの道具箱」ともに�
�
�●参加費：無料　●申込方法　①事業名と参加する回、②氏名（ふりがな）、③所属（学校名や団体名）、④連絡先（電話、FAX、Eメール）
　　をすべて明記して、電話／FAX／Eメールでお申し込みください。ご参加いただけない場合のみ、こちらからご連絡します。�
�●申込先：企画情報課　TEL: 045-896-2896  FAX: 045-896-2945　E-mail: kikaku@k-i-a.or.jp
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「2001ユネスコ・アジア太平洋写真コンテス
ト」は「私たちの装い」をテーマに行われ、
プロ・アマを問わず、27カ国から7,648点の応
募作品がありました。今回の写真展ではその
中から入選作品100点を紹介します。日常生
活で身につけている服装や、祭りなどの特別
な行事に着る衣装、帽子・化粧・入れ墨などが、
人々のいきいきとした表情とともに、そこに
住む人ならではの視点から写しだされています。�
�
�●日　時：2003年1月25日（土）～2月16日（日）�
�　　　　　9:00～17:00�
�　　　　（1月27日、2月3日、10日は休館）�
�●場　所：　　　　　　3階　企画展示室�
�●入場無料�
�●主　催：地球市民かながわプラザ�
�　　　 （財）ユネスコ・アジア文化センター�
�
�●ビデオコーナー・体験コーナー：アジア・

太平洋地域の文化や芸術等を映像で紹介。
また、アジア・太平洋地域の民族衣装
や資料などを自由に試着、閲覧できます。�

　地球市民かながわプラザは、この写真展を
通して地域の方々や未来を担う子どもたちが、
アジア・太平洋地域にある多様な文化・伝統・
宗教に触れて国際理解をさらに深め、「地球
市民」としての意識を培うきっかけになれば
と思っています。皆様のご来場をお待ちして
います。�

皆さんのリクエストにお応えして「韓国・朝鮮の家庭料理」の第２弾です。�
�●日　時：　1月30日、2月6日、2月13日の毎週木曜日の10:00～13:00�
�　　　　　　（3回連続講座となります）�
�●場　所：　　　　　　　１階・料理室�
�●定　員：　15名（先着申込順、３回連続参加が条件となります）�
�●講　師：　権　五順（クォン　オスン）さん�
　　　　　　　　韓国の大学で栄養学を学び、栄養士と調理師の免許を取得後、昨年の７月まで東京の韓国宮

廷料理店でシェフを勤めていました。�
�●プログラム：料理を作りながら韓国の食文化について理解を深めます�
　�
�
�
　●受講料：　8,000円（消費税と食材費別、全３回）�
�　　　　　　＊食材費３回分は、2,500円前後の予定。�
�●問合せ・申込先：　国際協力課　TEL: 045-896-2964  E-mail: minsai@k-i-a.or.jp

　神奈川県国際交流協会では、去る12月1日、
かながわ民際協力基金への寄付募集を目的
として「草の根国際協力応援バザー」を開
催しました。�
　　　　　　で5年目を迎えたこの催しには、
今年も多くの方々から物品の寄付が寄せら
れ、当日は、約250人の来場者で賑わいま
した。�
　今回の売上げ290.290円は、すべて「か
ながわ民際協力基金」へ積み立て、ＮＧＯ
が行う国際協力活動を支援するために、有
効に使わせていただきます。�
　ご協力ありがとうございました。�

ご協力ありがとうございました�

�草の根国際協力応援バザー�

�

 1/30　韓国のお正月料理　　2/ 6　冬はやっぱり鍋料理　　2/13　ミネラルたっぷりご飯�

11月よりJICA国際協力推進員として神奈川県国際交流協会で活動して
いる阿久津瑠美子です。国際協力推進員とは、JICA（国際協力事業団）
が地域住民への情報提供や地域との連携を推進するため、地方自治体
の国際交流協会などに配置しているものです。JICAは青年海外協力隊
をはじめとして、20～69歳までの方々が参加できる４つのボランティ
ア派遣事業を行っています。関心のある方は、ご相談ください。また、
JICAのボランティアOB/OGを講師として派遣する「サーモン・キャンペー
ン」を実施していますので、学校や勉強会で国際協力や開発途上国に
ついて理解を深めるためにご活用ください。その他のJICA事業につい
ても気軽にお問い合わせください。皆様に一番身近なJICA窓口になれ
るよう活動していきますので、よろしくお願いいたします。�

◆◆◆◆ はじめまして阿久津です ◆◆◆◆�
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2003年1月9日発行�
第230号�

発　　行　■　財団法人　神奈川県国際交流協会�
　　　　　〒247-0007�
　　　　　横浜市栄区小菅ケ谷一丁目2番1号�
　　　　　神奈川県立地球市民かながわプラザ1階�
　　　　　☎045-896-2626　FAX.045-896-2945�
　　　　　URL: http://www.k-i-a.or.jp�
　　　　　E-mail: kikaku@k-i-a.or.jp�
印　　刷　■　株式会社　佐藤印刷所�

＊キャラバン・サライとは、かつてシルクロードにあった隊商宿。文化・情報の中継点となっていました。協会職員からのメッセージ発信の場となるよう名付けました。�

次回の機関紙の発行は3月上旬の予定です。（Hello Friendsは奇数月に発行しています。）�

情報フォーラム　9：00～20：00�
（※土曜・日曜日・祝日　9：00～17：00）�

映像ライブラリー　9：00～17：00�

＊月曜日は休館日です。�
（ただし、祝日は開館しています。）�

神奈川県国際交流協会（KIA）は──��
地球のすべての人が、国境や人種、文化の違
いを越えて、人間らしく暮らせる社会の実現
のため、人と人とのつながりを大切にした「国
際交流」「国際協力」を推進するさまざまな
事業を展開しています。�
�
あなたも会員になりませんか？��
協会の活動を支える会員を募集しています。�
�
�
�
＊会員になりたい方は、協会までお問い合わ
せください。振込用紙など関係資料をお送
りします。��
★協会が運営する　　　　　内の施設の利用
時間は下記のとおりです。�

年会費：個　人　  3,000円から�
　　　　団　体　10,000円から�

■
レ
イ
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で
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ア
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エ
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ダ
イ
ナ
ー
の
店
内
は
、
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機
能
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な
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ア
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ト

だ
っ
た
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環
境
に
配
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し
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売
し

て
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。
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域
通
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集
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今
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う
名
称
の
地
域
通
貨
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
と
効
率
を
至
上

価
値
と
し
な
い
地
域
通
貨
は
、
ス
ロ
ー
な
僕

の
体
質
に
合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�
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一
郎
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こ と ば と 文 化 セ ミ ナ ー・料 理 文 化 講 座
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